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「
天て

ん

象し
ょ
う

列れ
つ

次じ

之の

図ず

」
は
安や

す

井い

算さ
ん

哲て
つ

（
後

に
渋し

ぶ

川か
わ

春は
る

海み

と
改
名
、
初
代
幕
府
天て

ん

文も
ん

方か
た

と
な
る
）
が
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に

刊
行
し
た
星せ

い

図ず

で
す
。
独
立
し
て
刊
行
さ

れ
た
星
図
と
し
て
は
日
本
初
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
図
は
朝
鮮
で
制
作
さ
れ
た
星
図
を
参

考
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
中
国
の
星
座
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
人
々
に

と
っ
て
星
座
と
は
、
現
代
人
に
馴
染
み
の

あ
る
オ
リ
オ
ン
座
や
さ
そ
り
座
を
は
じ
め

と
し
た
西
洋
の
も
の
で
は
な
く
、
本
図
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
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ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

■
日　

時　

５
月
20
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

木
俣
清
左
衛
門
家
は
、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

の
家
臣

で
あ
っ
た
木
俣
守も

り

勝か
つ

以
来
、
代
々
、
井
伊
家

に
仕
え
た
家
で
す
。
守
勝
は
直
政
を
よ
く
補

佐
し
、
直
政
没
後
は
、
統
率
が
と
れ
な
か
っ

た
井
伊
家
を
ま
と
め
る
な
ど
、
初
期
彦
根
藩

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
以
後
も
代
々
家
老
役

を
務
め
、
軍
事
面
で
も
先さ

き

手て

隊
を
率
い
、
幕
末
に
は
禁き

ん

門も
ん

の
変
等
に
出
陣
す
る
な
ど
、

彦
根
藩
を
支
え
ま
し
た
。
本

展
で
は
、
同
家
伝
来
の
古
文

書
が
滋
賀
県
の
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
そ
の
代
表
的
な
資

料
を
紹
介
し
ま
す
。

徳
川
家
康
自
筆
書
状

（
部
分
）

滋
賀
県
指
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有
形
文
化
財

滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財  

指
定
記
念

指
定
記
念

■
日　

時　

６
月
24
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

彦
根
藩
主
井
伊
直
亮
（
一
七
九
四
～
一
八

五
〇
）
が
生
涯
を
通
じ
て
収
集
し
た
雅
楽
器
群

は
、
日
本
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
直
亮
自
ら
が
丹
念
に
記
録
し
た

道
具
帳
に
は
、
楽
器
の
仕
様
の
み
な
ら
ず
、
附

属
品
、
伝
来
、
伝
承
、
金
額
に
至
る
ま
で
、
豊

富
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
管
に
あ

た
っ
て
は
、
保
存
箱
を
作
成
し
て
自
ら
箱
書
き

し
、
貼
札
や
付
札
を
作

成
し
て
整
理
し
て
い
ま

す
。

　

本
展
は
、
豊
富
な
記

録
や
作
品
を
通
じ
て
、

直
亮
の
雅
楽
器
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
実
態
に
迫
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

   

笙　

銘
大
信
貴
・

小
信
貴

■
日　

時　

７
月
29
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

荒
田
雄
市
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
３
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

人
々
は
古
く
か
ら
天
文
と
向
き
合
っ
て
き

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
西
洋
科
学
の
影

響
も
受
け
つ
つ
、
幕
府
天
文
方
に
よ
る
天
体

観
測
や
そ
れ
を
元
に
し
た
改
暦
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
天
文
学
・
暦
学
が
展
開
し
、
ま
た

望
遠
鏡
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
陰

陽
道
の
影
響
を
受
け
た
星
占
い
も
普
及
し
て

い
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
古
文
書
や
天
文
学

に
関
す
る
書
物
、

観
測
器
具
な
ど

を
通
し
て
、
江

戸
時
代
の
天
文

学
や
天
文
に
ま

つ
わ
る
文
化
を

紹
介
し
ま
す
。

反
射
望
遠
鏡          　

国
友
一
貫
斎
作

■
日　

時　

９
月
２
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
３
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

井
伊
家
伝
来
の
美
術
品
と
古
文
書
は
、
彦

根
城
下
一
帯
も
浸
水
し
た
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
の
琵
琶
湖
大
洪
水
や
、
東
京
や

横
浜
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関
東

大
震
災
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
く
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
か
ら
百

年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
井
伊
家
伝

来
資
料
に
関
わ
る
災

害
の
歴
史
を
改
め
て

振
り
返
り
ま
す
。

彦
根
水
害
地
之
図

（
部
分
）

関東大震災罹災品
湖東焼
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磯磯い
そ
い
そ

崎崎ざ
き
ざ
き

家家けけ

文文も
ん
も
ん

書書じ
ょ
じ
ょ

か
ら
見
る

か
ら
見
る

彦
根
藩
船
役
所
の
業
務

彦
根
藩
船
役
所
の
業
務

磯
崎
家
文
書
（
当
館
蔵
、
約
四
千
五
百
点
）

を
伝
え
た
磯
崎
久き

ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

家
は
、
彦
根
藩
の
水か

主こ

衆し
ゅ
う

の
一
員
で
し
た
。
水
主
衆
は
藩
が
管
理
す

る
船
の
船
頭
や
漕
ぎ
手
と
な
る
水
夫
で
す
。
彦

根
藩
で
は
水
主
が
二
十
～
三
十
人
召
し
抱
え
ら

れ
、
平ひ

ら

御お
ん

水か

主こ

と
御
水
主
小こ

頭が
し
ら

か
ら
な
る
組
織

に
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
主
衆
は
知ち

行ぎ
ょ
う

を
与
え
ら
れ
る
侍
の
家
で
は

な
く
、足
軽
に
近
い
切き

り

米ま
い

扶ふ

持ち

取と
り

の
身
分
で
す
。

水
主
衆
に
は
松ま

つ

原ば
ら

内
湖
に
面
し
た
田
地
を
埋
め

立
て
造
成
し
た
屋
敷
地
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
松
原
一
丁
目
の
う
ち
彦
根
総

合
運
動
場
に
近
い
一
角
（
水
主
町
）
が
こ
れ
に

当
た
り
、
こ
の
中
に
旧
磯
崎
家
住
宅
が
残
っ
て

い
ま
す（
彦
根
市
指
定
文
化
財
、内
部
非
公
開
）。

同
時
に
、
水
主
衆
は
藩
の
船
奉
行
配
下
の
船

役
所
で
元も

と

〆じ
め

役
な
ど
の
役
に
就
き
、
役
所
の
実

務
に
も
当
た
っ
て
も
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
の
船

奉
行
は
「
舟ふ

な

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

并な
ら
び
に

水か

主こ

支し

配は
い

、
浜は

ま

方か
た

漁ぎ
ょ

猟り
ょ
う

之の

支し

配は
い

」（「
侍
中
由
緒
帳
」
舟ふ

な

橋は
し

源げ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

家
の

項
の
記
述
）、
つ
ま
り
船
奉
行
と
し
て
の
船
支

配
（
船
役
所
の
業
務
）
と
、
水
主
支
配
、
漁
業

支
配
が
主
な
職
掌
で
し
た
。船
支
配
と
し
て
は
、

藩
の
各
役
所
が
使
う
船
の
手
配
な
ど
、
松
原
湊

に
係
留
さ
れ
て
い
る
藩
の
手て

船ぶ
ね

の
管
理
・
運
用

が
大
き
な
仕
事
で
、
ま
た
藩
領
内
の
船
改
め
を

行
い
、
船
に
極ご

く

印い
ん

を
打
ち
、
船
役
銀
の
徴
収
を

行
い
ま
し
た
。
漁
業
支
配
と
し
て
は
、
琵
琶
湖

岸
に
設
置
さ
れ
る
魞え

り

な
ど
の
漁
具
の
設
置
状
況

を
把
握
し
た
り
、
漁
業
を
め
ぐ
る
村
々
の
争
論

に
関
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
藩
主

の
鷹
狩
り
が
行
わ
れ
る
場
所
に
あ
る
漁
具
を
撤

去
さ
せ
て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
ま
す
。

磯
崎
久
左
衛
門
家
は
元げ

ん

禄ろ
く

七
年
（
一
六
九
四
）

か
ら
彦
根
藩
に
仕
え
て
お
り
（「
彦
根
藩
士
戸

籍
簿
」）、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
水か

主こ

小こ

頭が
し
ら

役
と
な
っ
て
い
ま
す
。
磯
崎
家
文
書
中
の
古

文
書
に
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
幕
末
に
か
け

て
の
、
船
奉
行
・
船
役
所
宛
文
書
や
船
奉
行
か

ら
出
さ
れ
た
触ふ

れ

書が
き

の
控
え
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
残
り
方
か
ら
、
十
八
世
紀
後
半
に
は

船
役
所
に
も
勤
め
て
い
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
船
役
所
の
元

〆
役
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
も
、
古
文
書
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。
磯
崎
家
は
、
江
戸
時
代
後
期

を
通
じ
て
船
役
所
で
実
務
を
担
当
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
船
役
所
の
業
務
が
具
体
的
に
わ
か

る
事
例
と
し
て
、
磯
崎
家
文
書
か
ら
、
幕
末
に

磯
崎
久
内
が
関
わ
っ
た
水
難
事
故
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四
月
三
日
、
犬い

ぬ

上か
み

郡ぐ
ん

三み

津つ

屋や

村む
ら

（
現
彦
根
市
）
の
情
八
が
、
長
浜

へ
艜ひ

ら
た

船ぶ
ね

で
行
っ
た
帰
り
に
、
坂さ

か

田た

郡ぐ
ん

筑ち
く

摩ま

浦う
ら

付

近
（
現
米
原
市
）
で
強
風
に
よ
り
水
に
落
ち
行

方
不
明
に
な
っ
た
と
村
役
人
か
ら
藩
へ
届
け
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
七
日
に
「
御
船
方
下

役
」
と
し
て
磯
崎
久
内
・
栗
林
弥
三
郎
が
大お

お

藪や
ぶ

村む
ら

（
現
彦
根
市
）
へ
派
遣
さ
れ
、
村
人
に
大
網

を
引
か
せ
た
と
こ
ろ
、
網
の
中
に
遺
体
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
元
〆
役
と
藩
領

内
の
村
を
支
配
す
る
筋す

じ

方か
た

役
所
の
役
人
が
見
分

に
行
き
、
遺
体
に
打
ち
傷
切
り
傷
や
縄
目
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
親
類
等

を
呼
び
寄
せ
家
族
構
成
や
当
日
の
様
子
を
聴
取

し
、
事
故
に
よ
る
水
死
で
あ
り
他
に
疑
わ
し
い

点
は
無
い
こ
と
を
、
南
筋
奉
行
・
船
奉
行
を
兼

務
す
る
薬み

な

い

か

ず

え

袋
主
計
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
か
ら
は
、
水
難
事
故
で
行
方
不

明
者
が
出
た
場
合
は
、

船
役
所
が
筋
方
役
所

と
連
携
し
て
、
現
地

を
調
査
し
藩
の
上
層

部
へ
報
告
を
上
げ
る

仕
組
み
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
業
務
は

本
来
は
筋
方
役
所
の

管
轄
で
す
が
、
船
や

大
網
が
関
わ
る
こ
と

か
ら
船
役
所
も
関
与

し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
磯
崎
家
文
書

に
残
っ
た
記
録
を
通

し
て
、
船
方
役
所
の

具
体
的
な
動
き
が
見

え
て
く
る
の
で
す
。

（
荒
田
雄
市
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

催
し

講
座
・
講
演
会

講
座
・
講
演
会

　

彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
員
は
、
各
自
の
研
究
テ
ー

マ
や
担
当
す
る
展
示
会
な
ど
に
沿
っ
て
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
自
ら

の
研
究
テ
ー
マ
や
展
示
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

■
演
題
・
開
催
日
・
講
師

　

私
の
研
究
最
前
線

　

①
「
菊き
く

満ま
ん

香こ
う

―
琳
派
に
魅
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
末
の
女
性
画
家
―
」

　
　
　

６
月
３
日
（
土
）
髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

　

②
「
大
殿
様
井
伊
直な

お

中な
か

と
槻
け
や
き

御ご

殿て
ん

」

　
　
　

７
月
22
日
（
土
）
渡
辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

　

③
「
彦
根
城
下
の
な
か
の
足
軽
」

　
　
　

８
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

　

企
画
展

　
「
仰
ぎ
て
天
文
を
見
る
」
関
連
講
演
会

　

④
「
江
戸
時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

天
文
の
理
解
に
つ
い
て
」

　
　
　

８
月
19
日
（
土
）　　

　
　
　
　

荒
田
雄
市
（
当
館
学
芸
員
）

　

企
画
展

　
「
災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」
関
連
講
演
会

　

⑤
「
災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」

　
　
　

９
月
16
日
（
土
）
茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

①
～
⑤
共
通
事
項

■
時
間　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
50
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

（
但
し
、
彦
根
市
内
在
住
の

　

  

中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
受
付　

当
日
受
付

　
（
先
着
順
、
受
付
開
始
13
時
30
分
～
）

　

＊
展
示
の
観
覧
に
は
別
途
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

御
差
紙
写
并
難
船
之
申
上
等
留
書

（
部
分
）

御
入
部
御
覧
留

（
部
分
）

天
保
大
雑
書
万
歳
暦

（
部
分
）
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6月
17
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
③

10
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
②

24
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

　
　
　

井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集

3
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
菊
満
香
」

7月
26
水　
　
　
　
　

休　

館

29
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　
　
　

仰
ぎ
て
天
文
を
見
る

7/
25、 27

展示替により一部休室

15
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
⑤

22
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
大
殿
様
井
伊
直
中
と
槻
御
殿
」

30
日

教
室
教
室
　　
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

1
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
④

8月
26
土 

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
彦
根
城
下
の
な
か
の
足
軽
」

19
土

講
演
会

講
演
会
「
江
戸
時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

天
文
の
理
解
に
つ
い
て
」

8/
30 ・ 31

展示替により一部休室

6
日

教
室
教
室
　　
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

5
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
⑥

9月

関東大震災から 100 年

災害と井伊家伝来資料
9/1 ～10/4

企画展

2
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

　
　
　

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料

3
日

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
①

9
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
②

23　
土・祝

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
③

16
土

講
演
会

講
演
会
「
災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」

募
集

令
和
５
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

令
和
５
年
度　

古
文
書
の
み
か
た　　

中
級
編

中
級
編

■
内
容　

文
字
の
読
み
方
か
ら
文
章
の
読
み
方
な

　

ど
、
よ
り
実
践
的
に
古
文
書
を
学
ぶ
た
め
の
教

　

室「
古
文
書
の
み
か
た 

中
級
編
」を
開
催
し
ま
す
。

■
開
講
日
時　

９
月
３
日
（
日
）、
９
日
（
土
）、
23

日
（
土
・
祝
）、
10
月
１
日
（
日
）、
８
日
（
日
）、

22
日
（
日
）
の
14
時
～
16
時

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

昨
年
度
ま
で
開
催
の
教
室
「
古
文
書
の

　

み
か
た
」
も
し
く
は
今
年
度
開
催
の
「
古
文
書

　

の
み
か
た 

初
級
編
」
を
修
了
さ
れ
た
方
、
ま
た

　

は
同
程
度
の
古
文
書
解
読
力
を
有
す
る
方
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
む
。

　

②
往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
）
の
往
信
の
裏
面
に

　
　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛
名

　
　

面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
古
文
書
の

　
　

み
か
た
」
係
に
郵
送
。

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
土
）
～
21
日（
金
）
必
着

　

＊
受
講
の
案
内
は
８
月
１
日
（
火
）
以
降
に
通
知
。

『
彦
根
城
博
物
館

『
彦
根
城
博
物
館  

研
究
紀
要
』
第

研
究
紀
要
』
第
3333
号号

■
内
容　

　
「
資
料
紹
介 
彦
根
藩
井
伊
家
当
主
の
外
出
記
録

　
　
　

―
「
御
出
留
」（
文
化
九
年
・
十
年
）
―
」

　
「
資
料
紹
介 「
添
乳
之
枕
」」

■
体
裁　

B5
判　

64
ペ
ー
ジ

■
価
格　

９
０
０
円

＊
当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
ご
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
郵
送
で
の
購
入
を
ご
希
望
の
方

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
（
０
７
４
９
―

２
２
―
６
１
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
昔
ふ
う
の
手
紙
を
書
こ
う
！
」

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
昔
ふ
う
の
手
紙
を
書
こ
う
！
」

■
内
容　

江
戸
時
代
の
手
紙
の
特
徴
や
書
き
方
に

　

つ
い
て
学
び
、
当
時
の
作
法
で
手
紙
を
書
い
て

　

み
ま
す
。

■
日
程　

４
～
６
年
生
：
７
月
30
日
（
日
） 

　
　
　
　

１
～
３
年
生
：
８
月
６
日
（
日
）

そ
れ
ぞ
れ
①
午
前
の
部
（
10
時
～
12
時
）・
②
午

後
の
部
（
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

　

※
午
前
の
部
と
午
後
の
部
は
同
内
容
で
す
。

　
　

ど
ち
ら
か
一
方
へ
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

■
場
所　

当
館
講
堂
、
展
示
室

■
講
師　

当
館
学
芸
員

■
定
員　

各
部
15
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
材
料
代
）

■
対
象　

原
則
と
し
て
、
彦
根
市
に
在
住
も
し
く

　

は
在
学
す
る
小
学
生

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

み
（
１
人
１
回
ま
で
）。

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
む
。

　

②
各
小
学
校
に
配
布
お
よ
び
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
案
内
チ
ラ
シ
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
。

■
申
込
期
間　

６
月
１
日（
木
）
　

　
　
　

   

～
２３
日（
金
）
必
着

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

刊
行
物

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

　　常設展示 “ほんもの”常設展示 “ほんもの”  との出会いとの出会い　　

テーマ展

6/
21 ・ 22

展示替により一部休室

井伊直亮の雅楽器収集
―大コレクション形成の現場―

6/23 ～7/25

テーマ展

仰ぎて天文を見る
―江戸時代の天文学・暦学・星占い―

7/28 ～8/29

企画展

滋賀県指定有形文化財

指定記念

彦根藩筆頭家老
木俣清左衛門家文書

5/19 ～6/20

テーマ展 ６
月
～

月
９

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


